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成果報告書 / 池田 幸樹 

 

1. 学会概要 

• 会議名： The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 

2025 (Pacifichem2025)） 

• 開催期間： 2025年 12月 15日 ～ 2025年 12月 20日 

• 開催場所： アメリカ, ハワイ, ホノルル, 国際会議場 

• 発表題目： Development of “Miniature antibody” technology 

2. 学会参加の目的 

本学会は化学及び創薬における世界最大級の会議であり、最新の研究動向の把握と、自身

の研究成果である「ミニチュア抗体」についての発表・議論を行うことを目的とした。ま

た、海外の関連研究者とのネットワーク形成および共同研究の可能性を探ることも重要な

目的とした。 

 

3. 研究発表の概要と成果 

自身の口頭発表では、論文として成果をまとめているミニチュア抗体について報告した。

発表後には、様々な国の研究者から具体的な質問やコメントを受け、今後の研究の方向性

や課題を明確にする上で極めて有益なフィードバックを得ることができた。 

また、かねてより共同研究を実施している研究者たちとの意見交換を通じて、新しい視点

や知見を得たことは、今後の研究進展に大きく寄与するものである。 

 

4. 学会全体を通じた所感と今後の展望 

今回の学会では、特に現在トレンドとなっているタンパク質デザイン技術や理論に関する

セッションが活況を呈しており、国際的な研究水準を肌で感じることができた。得られた

最新の知見と構築した人的ネットワークを活かし、本研究成果を国際学術誌へ投稿する準

備を進める。 
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